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置

と
相

木「

高田営林署

　
高
田
営
林
署
は
、
新
た
な
時
代

に
対
応
し
た
森
林
づ
く
り
を
目
ざ

し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
運

動
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本

年
は
国
際
森
林
年
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
ほ
ど
「
木
と
緑
の
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
た
。

　
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
記

念
植
樹
、
体
験
林
業
、
分
収
造
林
、

分
収
育
林
、
林
産
物
な
ど
、
森
林

や
林
業
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

85国際森林年

▽
木
と
緑
の
相
談
窓
口

○
高
田
営
林
署

上
越
市
本
城
町
二
ー
三

費
〇
二
五
五
i
二
四
ー
一
二
八
O

O
関
山
担
当
区
事
務
所
（
妙
高
村
）

奮
〇
二
五
五
ー
八
二
－
二
〇
三
三

〇
妙
高
担
当
区
事
務
所
（
妙
高
高

　
原
町
）

費
〇
二
五
五
ー
八
六
…
二
一
七
四

〇
糸
魚
川
担
当
区
事
務
所
（
糸
魚

　
川
市
）

君
〇
二
五
五
五
ー
二
ー
〇
五
五
九

段
藷剃

　
狂
犬
病
予
防
注
射
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
春
（
六
月
）
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
犬
は
、
今
回
は

対
象
外
で
す
。
春
の
予
防
注
射
後

に
生
ま
れ
た
大
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
．

　
対
象
犬
の
い
る
人
は
、
印
鑑
・

愛
犬
手
帳
を
持
参
し
て
、
犬
は
丈

夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で
、
き
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
衛
生

係
へ
．

▽
十
月
十
五
日
（
火
）

○
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で

○
松
之
山
町
役
場

▽
料
金

〇
一
頭
に
つ
き
四
、
七
〇
〇
円

　
昨
年
、
全
国
で
起
き
た
空
き
巣

や
窃
盗
は
、
十
分
間
に
五
・
七
件

　
泥
棒
は
、
あ
な
た
の
に
ん
の
ち

よ
つ
と
し
た
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず

カ
ギ
を
か
け
る
と
同
時
に
、
隣
近

所
に
声
を
か
け
る
こ
と
も
お
忘
れ

な
く
。

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
、
注

射
料
二
、
六
〇
〇
円
）

　
先
の
通
常
国
会
で
、
狂
犬
病
予

防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
来

年
二
回
実
施
し
て
い
た
狂
犬
病
予

防
注
射
が
、
新
し
い
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
に
伴
い
、
年
一
回
に
改

め
ら
れ
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
国
東
・
電
力

▽
1
0
月
2
9
日
（
火
）

○
乍
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

○
水
梨
・
小
谷

　
　
　
こ
よ
み

■
9
月
の
で
き
ご
と

10目11日～
　　　20日

全国防犯運動

轟訊貞
　
ヤ］

oo

』

30　　　25　24　19　18　13　12　9　　6　 4　　3　　2

日　日日日日日日日日日日日
農
業
委
員
選
挙
告
示

議
会
産
経
委
員
会

水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

選
挙
会

議
会
総
民
委
員
会

議
会
建
設
委
員
会

農
業
祭
打
会
せ
会

農
業
者
年
金
会
議

干
害
査
定

9
月
定
例
議
会
（
2
6
日
ま

で
）農

業
委
員
会
総
会

囚
図
甲
月
－
日
付

▽
総
務
課
付
（
教
育
委
員
会
・
庶

務
係
長
）
　
村
山
　
　
正

▽
教
育
委
員
会
・
総
務
学
事
係
艮

　
（
議
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
明
彦

▽
議
会
事
務
局
（
住
民
課
住
民
係
）

　
　
　
　
　
　
相
沢
秋
男

▽
住
民
課
住
民
係
（
総
務
課
税
務

　
係
）
　
　
　
久
保
田
　
吉
　
弘

編
集
後
記

　
十
月
号
で
広
報
係
を
交
代
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
係
に
な
っ
て
三
年
半
（
七

十
四
号
か
ら
百
十
六
号
ま
で
）
皆

様
方
に
励
ま
さ
れ
て
、
ど
う
に
か

毎
月
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

私
の
編
集
は
今
号
で
最
後
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
広
報
に
も
慣
れ
て
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
皆
様
の
た
め

に
な
る
広
報
を
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
期
待

に
そ
え
な
い
ま
ま
終
る
こ
と
が
心

残
り
で
す
．

　
毎
月
心
よ
く
ひ
き
受
け
て
頂
い

た
表
紙
の
モ
デ
ル
さ
ん
方
、
ま
た
、

話
題
提
供
な
ど
ご
協
力
、
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
（
佐
藤
）

号月↓彊98許
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第4回農業祭

秋の一一〃を満

村歌舞伎とは思えない迫力

大
盛
況

　
　
　
　
一
、

　
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
H
、
大
勢

の
町
民
が
繰
り
出
し
た
。
収
穫
の

喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受
し
合

う
、
恒
例
の
町
農
業
祭
で
あ
る
。

　
紅
葉
に
包
ま
れ
た
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
と
町
民
体
育
館
は
、
過

疎
を
吹
き
飛
ば
す
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
連
帯
の
場
と
な
っ
た
。

　
朝
八
時
近
く
に
は
試
食
券
を
も

ら
う
人
々
が
長
い
行
例
を
つ
く
り

は
じ
め
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ

し
、
幼
子
の
手
を
引
く
家
族
連
れ

の
姿
が
目
に
つ
い
て
、
農
山
村
な

ら
、
で
は
の
情
景
が
か
も
し
出
さ
れ

て
い
た
。

　
ポ
ン
菓
子
が
、
子
供
た
ち
の
人

気
を
さ
ら
っ
た
。
ポ
ン
菓
子
を
作

る
機
械
の
、
小
気
味
よ
い
破
裂
音

が
響
く
と
、
　
「
ワ
ァ
ー
」
と
い
う

歓
声
が
あ
が
る
。
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
・
手

打
ち
そ
ば
・
も
ち
は
、
み
ん
な
に

喜
ば
れ
た
。
折
し
も
食
欲
の
秋
、

千
数
百
食
が
平
ら
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
試
食
品
サ
ー
ビ
ス
の
裏
に

は
、
百
人
に
近
い
婦
人
会
や
青
年

会
、
農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協

小
雨
降
る
中

六
〇
〇
人
が
祭
り
楽
し
む
！

力
が
あ
っ
た
。
汀
り
込
み
、
で
米
と

ぎ
、
U
卜
起
き
し
て
｛
．
）
飯
炊
き
I
I

そ
ん
な
陰
の
力
を
果
し
て
く
れ
た

お
ば
さ
ん
も
あ
っ
た
。

　
手
打
ち
そ
ば
は
、
何
ヵ
月
も
前

か
ら
の
下
準
備
が
必
要
。
農
繁
期

の
合
間
を
縫
っ
て
の
作
業
と
、
農

業
祭
前
日
と
当
日
の
指
導
に
当
た

ら
れ
た
方
々
の
苦
労
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ

ば
の
手
打
ち
作
業
に
精
を
出
さ
れ

た
婦
人
た
ち
の
労
を
多
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
良
質
米
共
励
会
関
係
の
展
．
不
場

は
、
今
年
も
多
く
の
人
が
足
を
止

め
、
稲
株
と
米
に
見
入
っ
た
。
豪

雪
、
干
害
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど

苦
労
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
合
う
光
景
が
見
ら

れ
た
。

　
こ
の
展
示
場
に
は
、
農
薬
の
安

全
使
用
を
呼
び
か
け
る
広
報
板
や

松
之
山
の
”
秋
”
を
象
徴
す
る
数

枚
の
写
真
も
掲
げ
ら
れ
た
。

　
野
菜
の
即
売
は
、
秋
野
菜
の
不

作
に
し
て
は
、
予
想
外
の
に
ぎ
わ

い
だ
っ
た
。
山
も
い
、
ユ
リ
、
く

る
み
の
出
た
の
が
、
今
年
の
特
徴

．
，
、
。
葉
も
の
、
根
菜
類
は
品
不
足

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
上
冗
り
切
れ

た
。　

「
伝
え
て
ゆ
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
」
は
、
A
，
年
も
好
評
を

醇
し
た
。
伝
統
の
味
を
味
わ
お
う

と
、
展
．
不
コ
ー
ナ
ー
に
人
の
列
は

切
れ
な
か
っ
た
。
予
塩
に
か
け
た

四
卜
九
品
に
は
、
次
代
に
伝
え
た

い
．
心
”
が
し
み
込
ん
で
い
る
。

こ
の
外
に
も
「
食
推
コ
ー
ナ
ー
」

に
豆
乳
・
コ
ン
ニ
ヤ
ク
・
煮
．
十
し

粉
が
並
び
、
そ
れ
に
松
高
料
理
ク

ラ
、
ブ
の
“
ア
ン
ボ
”
の
展
示
が
加

わ
っ
た
の
は
、
う
れ
し
い
。

　
「
高
齢
者
作
品
展
」
は
、
新
た

な
企
画
。
そ
の
数
は
二
十
品
に
も

達
し
、
特
産
品
開
発
に
か
け
る
老

人
た
ち
の
、
尽
き
な
い
情
熱
が
う

か
が
え
た
．

　
年
々
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
芸

能
祭
。
呼
び
物
の
ム
ラ
歌
舞
伎
は

上
川
手
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
－

寺
子
屋
の
場
」
。
名
場
、
面
が
展
開

さ
れ
る
と
、
観
客
席
か
ら
拍
手
が

わ
き
起
こ
っ
た
。
ム
ラ
歌
舞
伎
の

継
承
発
展
に
連
帯
し
て
取
り
組
む

保
存
会
と
そ
れ
を
支
え
る
部
落
民

に
対
し
、
上
演
成
功
を
た
た
え
た

い
。

　
松
里
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
劇

「
管
領
塚
物
語
」
。
真
剣
な
子
供
た

ち
の
演
技
は
、
会
場
を
魅
了
せ
ず

に
は
お
か
な
か
っ
た
。

　
㎜
日
だ
け
の
開
催
に
日
程
を
短

縮
し
た
芸
能
祭
は
、
夕
方
六
時
過

ぎ
ま
で
延
々
と
続
い
た
。

　
児
壁
・
生
徒
の
作
品
展
や
一
般

の
美
術
展
も
、
多
く
の
注
目
を
集

め
た
．

　
こ
う
し
て
独
自
性
と
主
体
性
に

満
ち
、
そ
の
水
準
の
高
さ
を
示
し

た
農
業
祭
∴
公
能
祭
・
美
術
展
は

終
わ
っ
た
。
多
く
の
町
民
の
心
の

中
の
、
そ
の
余
韻
は
消
え
る
こ
と

な
く
残
り
続
け
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
．

良質米の稲株に興味が集中

第2回良質米共励会

（3）まつのやま

第2回松之山町良質米安定多収穫共励会入賞者

じ〉米収量の部

「米収量の部」最優秀賞
　　　　渡辺喜久治さん

「米代金の部」最優秀賞

　　　　樋ロ　健一さん

　
今
年
の
共
励
会
は
、
全
町
か
ら

昨
年
を
六
入
も
上
回
る
．
五
十
八
人

の
熱
心
家
が
参
加
す
る
と
い
う
、

一
段
と
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と
な

っ
た
。

　
十
ア
ー
ル
当
た
り
米
収
穫
量
七

八
八
熱
（
十
三
俵
強
）
を
記
録
、

「
収
量
の
部
」
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
東
山
の
渡
辺
喜
久
治
さ
ん
を

は
じ
め
、
六
人
の
方
が
七
百
鴛
取

り
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
、
山
間

地
稲
作
の
将
来
に
と
っ
て
、
大
き

な
勇
気
、
つ
け
と
な
ろ
う
。

　
良
質
米
の
代
表
と
い
う
べ
き
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
出
品
が
、
全
体
の
四

五
％
を
占
め
、
し
か
も
、
上
位
入

賞
者
の
成
績
が
昨
年
を
上
回
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
共
励
会
の
開
催
意

義
が
浸
透
し
づ
つ
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
「
代
金
の
部
」
で
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
湯
山
の
樋
口
健
一
さ
ん

が
、
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
深
耕

と
堆
厩
肥
の
多
投
を
心
が
け
て
い

る
点
は
、
見
逃
せ
な
い
。

　
表
彰
式
で
尾
崎
審
査
委
員
長
は

「
堆
．
厩
肥
の
増
施
は
千
ば
つ
や
冷

害
に
強
い
稲
作
り
に
不
可
欠
だ
」

と
強
調
し
た
．

　
地
道
な
努
力
が
見
事
に
実
を
結

ん
で
町
．
長
賞
を
手
に
し
た
入
賞
者

は
、
抽
手
を
あ
び
つ
つ
喜
び
を
か

み
し
め
た
。

入賞区分
出　品　者

品　種
10アr7レ当たり

精玄米収量住　　所 氏　名

最優秀者 束　　山 渡辺喜久治 新潟早生 788㌔

優秀賞 東　　川 丸山　嘉幸 〃 727
〃 中　　尾 高橋　ミチ 〃 716
〃 ，天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 715

〃 湯之島 山口　清治 新潟早生 708

〃 水　　梨 相沢　春義 ” 707

優良賞 東　　川 小野塚徳一 〃 684
〃 西之前 南雲　光利 ” 680

〃 湯之島 竹内　多作 〃 672
〃 小　　谷 和久井豊治 キヨニシキ 667

〃 下川手 志賀　永吉 新潟早生 664

奨励賞 天水越 佐藤　英勝 アキヒカリ 638
〃 佐藤　慶一 〃 630
〃 坂　　中 竹内　　清 新潟早生 629
” 中　　尾 樋口　真一 〃 613

〃 五十子平 涌井　正二 〃 598

〃 中立山 佐藤　忠義 〃 596

［＞米代金の部

人賞区分
出　品　者

品　種
10アール当
たり米代金住　　所 氏　名

最優秀賞 湯　　山 樋口　健一 コシヒカリ 260，878円

優秀賞 ・〃 樋口　清一 〃 254，940

” 下川手 村山　寿雄 〃 248，210

〃 赤　　倉 村山　里志 五百万石 247，200

〃 光　　間 津端　英子 コシヒカリ 245，439

〃 兎　　口 樋口　藤夫 〃 241，085

〃 五十子平 涌井　徳一 〃 240，689

優良賞 新　　田 久保田　勇 〃 236，334

” 曽　　根 久保田喜一 一〃 233，563

〃 北浦田 早川　健一 〃 231，584

〃 上川手 村山　正実 〃 230，792

” 〃 二山　真雄 〃 230，000

〃 〃 滝沢　和平 〃 230，000

奨励賞 水　　梨 相沢　良三 五百万石 229，357

〃 上之山 畔上　勝治 コシヒカリ 228，813

〃 上蝦池 小林　民男 〃 223，667

〃 藤　　原 倉重　良司 ” 223，271

〃 黒　　倉 山口　長一 〃 221，687

［＞米代金の部

第
十
七
回
錦
鯉
品
評
会

総
合
優
勝
は
樋
口

　
第
十
七
回
松
之
山
町
錦
鯉
品
評

ム
ム
が
二
十
六
日
行
わ
れ
、
十
八
人
、

百
四
十
一
尾
の
出
品
で
体
．
長
別
の

五
部
門
に
分
か
れ
審
査
さ
れ
た
。

「
泳
ぐ
｛
．
玉
．
石
」
と
い
わ
れ
る
だ
け

に
、
い
づ
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い

す
ば
ら
し
い
錦
鯉
で
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

▽
総
A
n
優
勝

　
「
紅
白
」

▽
総
八
・
準
優
勝

　
「
三
色
」

▽
、
、
シ
ヤ
ン
ボ
賞

　
「
三
色
」

▼
一
部

　
優
勝
「
紅
自
」

樋
ロ
　
ヨ
シ

樋
口
　
幸
雄

樋
口
　
幸
雄

　
　
　
　
（
十
八
セ
ン
チ
以
下
）

　
　
　
　
　
　
樋
口
白
シ
、
　
一

　
等
「
三
色
」
村
山
政
栄
、
　
「
そ

　
の
他
」
竹
内
清
司
。

▼
二
部
（
二
十
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
、

　
一
等
「
三
色
」
樋
口
保
、
「
そ

　
の
他
」
畔
上
勝
治
。

▼
三
部
（
三
卜
．
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
．
平
八
郎
、

　
一
等
「
三
色
」
村
山
政
栄
、
「
そ

　
の
他
」
本
山
豊
。

▼
四
部
（
四
卜
．
h
．
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
丸
山
サ
ワ
、
　
一

　
等
「
紅
白
」
丸
山
サ
ワ
、
　
「
そ

　
の
他
」
久
保
田
寿
栄
。

▼
五
部
　
（
四
十
五
セ
ン
チ
以
上
）

　
優
勝
「
昭
和
」
丸
山
サ
ワ
、
一

　
等
「
紅
白
」
丸
山
サ
ワ
、
　
「
三

　
色
」
樋
口
幸
雄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

公民館11月行事案内
扁旨巳

月3日（目〉　テニス大会

　9日（・D　親子ソフトボー大会

　10日（m　背年バレーボール大会

　17日㈹　ピンポン大会

　21日（網　婦人バレーボール大会

わしくは町公民館まで…

　。3、るつて参加ください

、
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ー

第4回農業祭

秋の一一〃を満

村歌舞伎とは思えない迫力

大
盛
況

　
　
　
　
一
、

　
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
H
、
大
勢

の
町
民
が
繰
り
出
し
た
。
収
穫
の

喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受
し
合

う
、
恒
例
の
町
農
業
祭
で
あ
る
。

　
紅
葉
に
包
ま
れ
た
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
と
町
民
体
育
館
は
、
過

疎
を
吹
き
飛
ば
す
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
連
帯
の
場
と
な
っ
た
。

　
朝
八
時
近
く
に
は
試
食
券
を
も

ら
う
人
々
が
長
い
行
例
を
つ
く
り

は
じ
め
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ

し
、
幼
子
の
手
を
引
く
家
族
連
れ

の
姿
が
目
に
つ
い
て
、
農
山
村
な

ら
、
で
は
の
情
景
が
か
も
し
出
さ
れ

て
い
た
。

　
ポ
ン
菓
子
が
、
子
供
た
ち
の
人

気
を
さ
ら
っ
た
。
ポ
ン
菓
子
を
作

る
機
械
の
、
小
気
味
よ
い
破
裂
音

が
響
く
と
、
　
「
ワ
ァ
ー
」
と
い
う

歓
声
が
あ
が
る
。
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
・
手

打
ち
そ
ば
・
も
ち
は
、
み
ん
な
に

喜
ば
れ
た
。
折
し
も
食
欲
の
秋
、

千
数
百
食
が
平
ら
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
試
食
品
サ
ー
ビ
ス
の
裏
に

は
、
百
人
に
近
い
婦
人
会
や
青
年

会
、
農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協

小
雨
降
る
中

六
〇
〇
人
が
祭
り
楽
し
む
！

力
が
あ
っ
た
。
汀
り
込
み
、
で
米
と

ぎ
、
U
卜
起
き
し
て
｛
．
）
飯
炊
き
I
I

そ
ん
な
陰
の
力
を
果
し
て
く
れ
た

お
ば
さ
ん
も
あ
っ
た
。

　
手
打
ち
そ
ば
は
、
何
ヵ
月
も
前

か
ら
の
下
準
備
が
必
要
。
農
繁
期

の
合
間
を
縫
っ
て
の
作
業
と
、
農

業
祭
前
日
と
当
日
の
指
導
に
当
た

ら
れ
た
方
々
の
苦
労
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ

ば
の
手
打
ち
作
業
に
精
を
出
さ
れ

た
婦
人
た
ち
の
労
を
多
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
良
質
米
共
励
会
関
係
の
展
．
不
場

は
、
今
年
も
多
く
の
人
が
足
を
止

め
、
稲
株
と
米
に
見
入
っ
た
。
豪

雪
、
干
害
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど

苦
労
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
合
う
光
景
が
見
ら

れ
た
。

　
こ
の
展
示
場
に
は
、
農
薬
の
安

全
使
用
を
呼
び
か
け
る
広
報
板
や

松
之
山
の
”
秋
”
を
象
徴
す
る
数

枚
の
写
真
も
掲
げ
ら
れ
た
。

　
野
菜
の
即
売
は
、
秋
野
菜
の
不

作
に
し
て
は
、
予
想
外
の
に
ぎ
わ

い
だ
っ
た
。
山
も
い
、
ユ
リ
、
く

る
み
の
出
た
の
が
、
今
年
の
特
徴

．
，
、
。
葉
も
の
、
根
菜
類
は
品
不
足

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
上
冗
り
切
れ

た
。　

「
伝
え
て
ゆ
き
た
い
わ
が
家
の

味
と
香
り
」
は
、
A
，
年
も
好
評
を

醇
し
た
。
伝
統
の
味
を
味
わ
お
う

と
、
展
．
不
コ
ー
ナ
ー
に
人
の
列
は

切
れ
な
か
っ
た
。
予
塩
に
か
け
た

四
卜
九
品
に
は
、
次
代
に
伝
え
た

い
．
心
”
が
し
み
込
ん
で
い
る
。

こ
の
外
に
も
「
食
推
コ
ー
ナ
ー
」

に
豆
乳
・
コ
ン
ニ
ヤ
ク
・
煮
．
十
し

粉
が
並
び
、
そ
れ
に
松
高
料
理
ク

ラ
、
ブ
の
“
ア
ン
ボ
”
の
展
示
が
加

わ
っ
た
の
は
、
う
れ
し
い
。

　
「
高
齢
者
作
品
展
」
は
、
新
た

な
企
画
。
そ
の
数
は
二
十
品
に
も

達
し
、
特
産
品
開
発
に
か
け
る
老

人
た
ち
の
、
尽
き
な
い
情
熱
が
う

か
が
え
た
．

　
年
々
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
芸

能
祭
。
呼
び
物
の
ム
ラ
歌
舞
伎
は

上
川
手
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
－

寺
子
屋
の
場
」
。
名
場
、
面
が
展
開

さ
れ
る
と
、
観
客
席
か
ら
拍
手
が

わ
き
起
こ
っ
た
。
ム
ラ
歌
舞
伎
の

継
承
発
展
に
連
帯
し
て
取
り
組
む

保
存
会
と
そ
れ
を
支
え
る
部
落
民

に
対
し
、
上
演
成
功
を
た
た
え
た

い
。

　
松
里
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
劇

「
管
領
塚
物
語
」
。
真
剣
な
子
供
た

ち
の
演
技
は
、
会
場
を
魅
了
せ
ず

に
は
お
か
な
か
っ
た
。

　
㎜
日
だ
け
の
開
催
に
日
程
を
短

縮
し
た
芸
能
祭
は
、
夕
方
六
時
過

ぎ
ま
で
延
々
と
続
い
た
。

　
児
壁
・
生
徒
の
作
品
展
や
一
般

の
美
術
展
も
、
多
く
の
注
目
を
集

め
た
．

　
こ
う
し
て
独
自
性
と
主
体
性
に

満
ち
、
そ
の
水
準
の
高
さ
を
示
し

た
農
業
祭
∴
公
能
祭
・
美
術
展
は

終
わ
っ
た
。
多
く
の
町
民
の
心
の

中
の
、
そ
の
余
韻
は
消
え
る
こ
と

な
く
残
り
続
け
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
．

良質米の稲株に興味が集中

第2回良質米共励会

（3）まつのやま

第2回松之山町良質米安定多収穫共励会入賞者

じ〉米収量の部

「米収量の部」最優秀賞
　　　　渡辺喜久治さん

「米代金の部」最優秀賞

　　　　樋ロ　健一さん

　
今
年
の
共
励
会
は
、
全
町
か
ら

昨
年
を
六
入
も
上
回
る
．
五
十
八
人

の
熱
心
家
が
参
加
す
る
と
い
う
、

一
段
と
盛
り
上
が
っ
た
も
の
と
な

っ
た
。

　
十
ア
ー
ル
当
た
り
米
収
穫
量
七

八
八
熱
（
十
三
俵
強
）
を
記
録
、

「
収
量
の
部
」
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
東
山
の
渡
辺
喜
久
治
さ
ん
を

は
じ
め
、
六
人
の
方
が
七
百
鴛
取

り
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
、
山
間

地
稲
作
の
将
来
に
と
っ
て
、
大
き

な
勇
気
、
つ
け
と
な
ろ
う
。

　
良
質
米
の
代
表
と
い
う
べ
き
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
出
品
が
、
全
体
の
四

五
％
を
占
め
、
し
か
も
、
上
位
入

賞
者
の
成
績
が
昨
年
を
上
回
っ
た

こ
と
は
、
こ
の
共
励
会
の
開
催
意

義
が
浸
透
し
づ
つ
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
「
代
金
の
部
」
で
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
湯
山
の
樋
口
健
一
さ
ん

が
、
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
深
耕

と
堆
厩
肥
の
多
投
を
心
が
け
て
い

る
点
は
、
見
逃
せ
な
い
。

　
表
彰
式
で
尾
崎
審
査
委
員
長
は

「
堆
．
厩
肥
の
増
施
は
千
ば
つ
や
冷

害
に
強
い
稲
作
り
に
不
可
欠
だ
」

と
強
調
し
た
．

　
地
道
な
努
力
が
見
事
に
実
を
結

ん
で
町
．
長
賞
を
手
に
し
た
入
賞
者

は
、
抽
手
を
あ
び
つ
つ
喜
び
を
か

み
し
め
た
。

入賞区分
出　品　者

品　種
10アr7レ当たり

精玄米収量住　　所 氏　名

最優秀者 束　　山 渡辺喜久治 新潟早生 788㌔

優秀賞 東　　川 丸山　嘉幸 〃 727
〃 中　　尾 高橋　ミチ 〃 716
〃 ，天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 715

〃 湯之島 山口　清治 新潟早生 708

〃 水　　梨 相沢　春義 ” 707

優良賞 東　　川 小野塚徳一 〃 684
〃 西之前 南雲　光利 ” 680

〃 湯之島 竹内　多作 〃 672
〃 小　　谷 和久井豊治 キヨニシキ 667

〃 下川手 志賀　永吉 新潟早生 664

奨励賞 天水越 佐藤　英勝 アキヒカリ 638
〃 佐藤　慶一 〃 630
〃 坂　　中 竹内　　清 新潟早生 629
” 中　　尾 樋口　真一 〃 613

〃 五十子平 涌井　正二 〃 598

〃 中立山 佐藤　忠義 〃 596

［＞米代金の部

人賞区分
出　品　者

品　種
10アール当
たり米代金住　　所 氏　名

最優秀賞 湯　　山 樋口　健一 コシヒカリ 260，878円

優秀賞 ・〃 樋口　清一 〃 254，940

” 下川手 村山　寿雄 〃 248，210

〃 赤　　倉 村山　里志 五百万石 247，200

〃 光　　間 津端　英子 コシヒカリ 245，439

〃 兎　　口 樋口　藤夫 〃 241，085

〃 五十子平 涌井　徳一 〃 240，689

優良賞 新　　田 久保田　勇 〃 236，334

” 曽　　根 久保田喜一 一〃 233，563

〃 北浦田 早川　健一 〃 231，584

〃 上川手 村山　正実 〃 230，792

” 〃 二山　真雄 〃 230，000

〃 〃 滝沢　和平 〃 230，000

奨励賞 水　　梨 相沢　良三 五百万石 229，357

〃 上之山 畔上　勝治 コシヒカリ 228，813

〃 上蝦池 小林　民男 〃 223，667

〃 藤　　原 倉重　良司 ” 223，271

〃 黒　　倉 山口　長一 〃 221，687

［＞米代金の部

第
十
七
回
錦
鯉
品
評
会

総
合
優
勝
は
樋
口

　
第
十
七
回
松
之
山
町
錦
鯉
品
評

ム
ム
が
二
十
六
日
行
わ
れ
、
十
八
人
、

百
四
十
一
尾
の
出
品
で
体
．
長
別
の

五
部
門
に
分
か
れ
審
査
さ
れ
た
。

「
泳
ぐ
｛
．
玉
．
石
」
と
い
わ
れ
る
だ
け

に
、
い
づ
れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い

す
ば
ら
し
い
錦
鯉
で
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

▽
総
A
n
優
勝

　
「
紅
白
」

▽
総
八
・
準
優
勝

　
「
三
色
」

▽
、
、
シ
ヤ
ン
ボ
賞

　
「
三
色
」

▼
一
部

　
優
勝
「
紅
自
」

樋
ロ
　
ヨ
シ

樋
口
　
幸
雄

樋
口
　
幸
雄

　
　
　
　
（
十
八
セ
ン
チ
以
下
）

　
　
　
　
　
　
樋
口
白
シ
、
　
一

　
等
「
三
色
」
村
山
政
栄
、
　
「
そ

　
の
他
」
竹
内
清
司
。

▼
二
部
（
二
十
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
、

　
一
等
「
三
色
」
樋
口
保
、
「
そ

　
の
他
」
畔
上
勝
治
。

▼
三
部
（
三
卜
．
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
．
平
八
郎
、

　
一
等
「
三
色
」
村
山
政
栄
、
「
そ

　
の
他
」
本
山
豊
。

▼
四
部
（
四
卜
．
h
．
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
丸
山
サ
ワ
、
　
一

　
等
「
紅
白
」
丸
山
サ
ワ
、
　
「
そ

　
の
他
」
久
保
田
寿
栄
。

▼
五
部
　
（
四
十
五
セ
ン
チ
以
上
）

　
優
勝
「
昭
和
」
丸
山
サ
ワ
、
一

　
等
「
紅
白
」
丸
山
サ
ワ
、
　
「
三

　
色
」
樋
口
幸
雄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

公民館11月行事案内
扁旨巳

月3日（目〉　テニス大会

　9日（・D　親子ソフトボー大会

　10日（m　背年バレーボール大会

　17日㈹　ピンポン大会

　21日（網　婦人バレーボール大会

わしくは町公民館まで…

　。3、るつて参加ください

、
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まつのやま（4）

駅伝大会第4回

　　　　　デ
・
誌
レ

庫
ぎ

櫨・幽幽』■

　
第
四
回
駅
伝
大
会
が
、
す
ば
ら

し
い
秋
空
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日

体
育
の
日
に
行
わ
れ
た
。

　
コ
ー
ス
は
今
ま
で
の
十
五
区
間

か
ら
十
四
区
間
二
十
六
・
三
㎞
に

変
更
さ
れ
、
・
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
男
女
と
二
十
歳
か
ら
四
十

歳
以
上
の
男
子
か
ら
な
る
一
チ
！

ム
十
四
人
編
成
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
、
三
省
と
布
川
が
一
チ

ー
ム
の
出
場
と
な
り
昨
年
よ
り
｝

チ
ー
ム
少
な
い
八
チ
ー
ム
で
健
脚

を
競
っ
た
。

　
午
前
八
時
半
、
町
長
の
打
つ
ピ

ス
ト
ル
を
合
図
に
浦
田
中
学
校
前

を
中
学
生
男
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。　

レ
ー
ス
は
昨
年
同
様
二
区
か
ら

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
三
省
チ
ー
ム
が

スタート前緊張の一瞬

中
盤
の
八
区
ま
で
ト
ッ
プ
を
保
ち
、

後
の
し
チ
ー
ム
が
こ
れ
を
追
う
展

開
と
な
っ
た
。
几
区
か
ら
ト
ッ
プ

が
入
れ
替
わ
り
松
之
山
A
チ
ー
ム
、

松
壁
A
チ
ー
ム
、
一
一
．
省
チ
ー
ム
、

布
川
チ
ー
ム
の
順
で
後
半
の
ト
ッ

プ
争
い
が
行
わ
れ
た
。
レ
ー
ス
は

最
終
卜
四
区
で
松
壁
A
が
松
之
由

A
を
か
わ
し
て
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル

イ
ン
し
た
．

　
こ
れ
で
松
里
A
チ
ー
ム
は
第
一

回
大
会
か
ら
四
連
勝
で
あ
る
．

　
今
年
か
ら
ト
八
歳
以
L
の
女
．
r

が
走
る
コ
ー
ス
が
獅
く
な
っ
た
た

め
、
や
や
淋
し
い
大
会
と
な
っ
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
わ
を
出
し

き
っ
た
後
の
ス
ガ
ス
ガ
し
さ
が
残

る
大
会
だ
っ
た
。
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㈲まつのやま

入賞者決まる

「明日の松之山町を考える」

「ビューティフルまつのやま」

「松之山の未来像」

言
語
画

提土郷
標
絵

　
町
で
は
、
明
臼
の
町
づ
く
り
に

対
す
る
住
民
の
意
識
を
啓
発
す
る

と
と
も
に
建
設
的
な
地
域
振
興
の

た
め
の
感
想
、
提
、
育
を
発
掘
・
奨

励
し
活
力
あ
る
町
勢
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
を
募
集
し
た
所
、

町
内
外
百
七
卜
八
名
の
方
か
ら
絵

画
百
二
点
、
論
文
五
レ
八
点
、
標

語
二
卜
三
点
、
合
計
百
八
十
二
点

も
の
応
募
が
あ
っ
た
。
作
品
は
十

月
七
日
に
松
之
山
小
学
校
長
・
平

原
栄
二
先
生
を
審
査
貝
長
に
、
各

分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た
八
人
の
審

査
員
に
よ
っ
て
慎
重
に
審
査
さ
れ

た
。　

応
募
作
品
全
体
が
真
険
に
松
之

山
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
た

力
作
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
審

査
も
相
当
難
行
し
た
が
、
各
部
門

に
お
い
て
最
優
秀
賞
一
名
（
標
語

部
門
該
当
者
な
し
）
、
　
優
秀
賞
三

名
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

＊
入
選
者
は
次
の
方
々
で
す

標
語
部
門

▽
優
秀
賞
　
久
保
田
美
保
子
（
浦

　
田
中
二
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
由
紀
　
　
（
浦

　
中
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
滝
沢
　
美
幸
　
　
（
松

　
之
山
中
二
年
）

論
文
部
門

▽
最
優
秀
賞
　
保
坂
弓
美
枝
（
安

　
高
松
之
山
分
校
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
高
沢
　
　
努
　
　
（
安

　
高
松
之
山
分
校
一
年
）

▽
優
秀
賞
　
早
川
　
朝
子
　
　
（
安

　
高
松
之
山
分
校
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
本
山
　
　
勝
　
　
（
浦

　
田
中
三
年
）

絵
画
部
門

▽
最
優
秀
賞
　
草
村
　
友
明

　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
六
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
高
波
　
和
幸

　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
五
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
高
沢
　
浩
之

　
　
　
　
　
　
（
松
里
小
六
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
南
雲
　
洋
二

　
　
　
　
　
　
（
浦
田
小
五
年
）

標語部門の入遷作執躍
、騨

あ
た
た
か
く
　
心
が
ふ
れ
合
う

松
之
山

久
保
田
美
保
子

緑
と
人
情
豊
か
な
町

　
　
　
　
　
　
｝
度
来
て
み
ね
え
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲

明
日
の
日
に
向
っ
て
作
ろ
う

草村友明
最優秀賞　草村友明君の作品

松
之
山
へ

　
由
紀

松
之
山

滝
沢
　
美
幸

　
　
　
○
　
　
　
　
○

　
今
回
は
標
語
部
門
の
入
賞
作
品

と
絵
画
の
部
で
最
優
秀
賞
に
な
っ

た
草
村
君
の
作
品
し
か
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
論
文
・
絵
画
の
作
品
は
こ
れ
か

ら
の
広
報
の
中
で
発
表
し
て
ゆ
き

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
講
評

　
町
の
鳥
「
ア
カ
シ
ヨ
ー
ビ
ン
」

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
ア
イ
デ
ア
が

よ
い
。

　
中
に
子
供
広
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
・

遊
園
地
の
造
成
等
、
町
の
当
面
す

る
観
光
開
発
に
対
す
る
夢
も
あ
る
。

　
構
図
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

色
彩
も
明
快
で
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
町
の
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
も
使
え
る
．



ー
F
＝
ー

まつのやま（4）

駅伝大会第4回

　　　　　デ
・
誌
レ

庫
ぎ

櫨・幽幽』■

　
第
四
回
駅
伝
大
会
が
、
す
ば
ら

し
い
秋
空
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日

体
育
の
日
に
行
わ
れ
た
。

　
コ
ー
ス
は
今
ま
で
の
十
五
区
間

か
ら
十
四
区
間
二
十
六
・
三
㎞
に

変
更
さ
れ
、
・
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
男
女
と
二
十
歳
か
ら
四
十

歳
以
上
の
男
子
か
ら
な
る
一
チ
！

ム
十
四
人
編
成
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
は
、
三
省
と
布
川
が
一
チ

ー
ム
の
出
場
と
な
り
昨
年
よ
り
｝

チ
ー
ム
少
な
い
八
チ
ー
ム
で
健
脚

を
競
っ
た
。

　
午
前
八
時
半
、
町
長
の
打
つ
ピ

ス
ト
ル
を
合
図
に
浦
田
中
学
校
前

を
中
学
生
男
子
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。　

レ
ー
ス
は
昨
年
同
様
二
区
か
ら

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
三
省
チ
ー
ム
が

スタート前緊張の一瞬

中
盤
の
八
区
ま
で
ト
ッ
プ
を
保
ち
、

後
の
し
チ
ー
ム
が
こ
れ
を
追
う
展

開
と
な
っ
た
。
几
区
か
ら
ト
ッ
プ

が
入
れ
替
わ
り
松
之
山
A
チ
ー
ム
、

松
壁
A
チ
ー
ム
、
一
一
．
省
チ
ー
ム
、

布
川
チ
ー
ム
の
順
で
後
半
の
ト
ッ

プ
争
い
が
行
わ
れ
た
。
レ
ー
ス
は

最
終
卜
四
区
で
松
壁
A
が
松
之
由

A
を
か
わ
し
て
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル

イ
ン
し
た
．

　
こ
れ
で
松
里
A
チ
ー
ム
は
第
一

回
大
会
か
ら
四
連
勝
で
あ
る
．

　
今
年
か
ら
ト
八
歳
以
L
の
女
．
r

が
走
る
コ
ー
ス
が
獅
く
な
っ
た
た

め
、
や
や
淋
し
い
大
会
と
な
っ
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
わ
を
出
し

き
っ
た
後
の
ス
ガ
ス
ガ
し
さ
が
残

る
大
会
だ
っ
た
。
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㈲まつのやま

入賞者決まる

「明日の松之山町を考える」

「ビューティフルまつのやま」

「松之山の未来像」

言
語
画

提土郷
標
絵

　
町
で
は
、
明
臼
の
町
づ
く
り
に

対
す
る
住
民
の
意
識
を
啓
発
す
る

と
と
も
に
建
設
的
な
地
域
振
興
の

た
め
の
感
想
、
提
、
育
を
発
掘
・
奨

励
し
活
力
あ
る
町
勢
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
を
募
集
し
た
所
、

町
内
外
百
七
卜
八
名
の
方
か
ら
絵

画
百
二
点
、
論
文
五
レ
八
点
、
標

語
二
卜
三
点
、
合
計
百
八
十
二
点

も
の
応
募
が
あ
っ
た
。
作
品
は
十

月
七
日
に
松
之
山
小
学
校
長
・
平

原
栄
二
先
生
を
審
査
貝
長
に
、
各

分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た
八
人
の
審

査
員
に
よ
っ
て
慎
重
に
審
査
さ
れ

た
。　

応
募
作
品
全
体
が
真
険
に
松
之

山
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
た

力
作
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
審

査
も
相
当
難
行
し
た
が
、
各
部
門

に
お
い
て
最
優
秀
賞
一
名
（
標
語

部
門
該
当
者
な
し
）
、
　
優
秀
賞
三

名
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

＊
入
選
者
は
次
の
方
々
で
す

標
語
部
門

▽
優
秀
賞
　
久
保
田
美
保
子
（
浦

　
田
中
二
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
　
　
由
紀
　
　
（
浦

　
中
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
滝
沢
　
美
幸
　
　
（
松

　
之
山
中
二
年
）

論
文
部
門

▽
最
優
秀
賞
　
保
坂
弓
美
枝
（
安

　
高
松
之
山
分
校
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
高
沢
　
　
努
　
　
（
安

　
高
松
之
山
分
校
一
年
）

▽
優
秀
賞
　
早
川
　
朝
子
　
　
（
安

　
高
松
之
山
分
校
三
年
）

▽
優
秀
賞
　
本
山
　
　
勝
　
　
（
浦

　
田
中
三
年
）

絵
画
部
門

▽
最
優
秀
賞
　
草
村
　
友
明

　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
六
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
高
波
　
和
幸

　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
五
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
高
沢
　
浩
之

　
　
　
　
　
　
（
松
里
小
六
年
）

▽
優
秀
賞
　
　
南
雲
　
洋
二

　
　
　
　
　
　
（
浦
田
小
五
年
）

標語部門の入遷作執躍
、騨

あ
た
た
か
く
　
心
が
ふ
れ
合
う

松
之
山

久
保
田
美
保
子

緑
と
人
情
豊
か
な
町

　
　
　
　
　
　
｝
度
来
て
み
ね
え
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲

明
日
の
日
に
向
っ
て
作
ろ
う

草村友明
最優秀賞　草村友明君の作品

松
之
山
へ

　
由
紀

松
之
山

滝
沢
　
美
幸

　
　
　
○
　
　
　
　
○

　
今
回
は
標
語
部
門
の
入
賞
作
品

と
絵
画
の
部
で
最
優
秀
賞
に
な
っ

た
草
村
君
の
作
品
し
か
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
論
文
・
絵
画
の
作
品
は
こ
れ
か

ら
の
広
報
の
中
で
発
表
し
て
ゆ
き

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
講
評

　
町
の
鳥
「
ア
カ
シ
ヨ
ー
ビ
ン
」

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
ア
イ
デ
ア
が

よ
い
。

　
中
に
子
供
広
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
・

遊
園
地
の
造
成
等
、
町
の
当
面
す

る
観
光
開
発
に
対
す
る
夢
も
あ
る
。

　
構
図
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

色
彩
も
明
快
で
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
町
の
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
も
使
え
る
．



ー
N
＝
ー

まつのやま（6）

く
郡
展
賞
「
観
世
音
菩
薩
」

　
　
　
　
　
　
丸
山
寅
吉
さ
ん

郡
展
賞
に
松
之
山
町
か
ら
二
名
！

　
第
四
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会

が
、
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
牧
村
村
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
書
道
四
十
三
点
、
絵
画
五
十
三

点
、
彫
塑
・
工
芸
三
十
五
点
、
写

真
九
十
二
点
、
合
計
二
百
二
十
三

点
も
の
出
品
が
あ
っ
た
。

　
松
之
山
か
ら
は
三
十
三
点
出
品

　
〈
郡
展
賞
「
後
遊
杜
甫
詩
」
小
野
塚
幸
子
さ
ん

「
濤
善
鍵
襲
艦
曇
護
墨
．

、
鯉
縫
蕪
鎚

　
　
く
「
香
積
寺
に
過
る
」
　
佐
藤
力
さ
ん

さ
れ
、
各
部
門
で
最
優
秀
作
品
に

贈
ら
れ
る
郡
展
賞
に
書
道
の
部
、

小
野
塚
幸
子
さ
ん
（
東
川
）
、
彫

塑．

・
工
芸
の
部
、
丸
山
寅
吉
さ
ん

（
小
谷
）
の
作
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が
選
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れ
た
．

　
ま
た
、
書
道
で
佐
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力
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ん
、
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画
で
猪
俣
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二
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ん
・
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村
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子
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ん
の
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が
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に
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懐
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猶
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村
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▽
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「
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め
」
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（
松
代
町
）

▽
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婦
」
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橋
　
敏
夫
　
　
（
大
島
村
）

▽
奨
励
賞
「
ぶ
な
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転
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白
石
孝
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（
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「ワインのある静物」
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に
い
が
た
牛
3
づ
く
り
運
動
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
入
選
作
品

　
に
い
が
た
牛
3
づ
く
り
運
動

推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
標
語

に
、
三
二
四
点
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
、
次
の
方
々
の
作
品
が
入

選
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。▽

最
優
秀
賞
　
　
中
島
　
良
一

　
草
つ
く
る
　
産
地
に
伸
び
る

　
に
い
が
た
牛
（
松
之
山
町
）

▽
優
秀
賞
　
　
　
樺
沢
　
正
利
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と
牛
　
人
が
活
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て
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か
な
暮
ら
し
（
山
古
志
村
）

▽
優
秀
賞
　
　
　
小
島
喜
由

　
よ
い
牛
の
　
基
礎
は
草
で
す

　
わ
た
し
で
す
（
津
南
町
）

　
そ
の
他
に
優
良
賞
と
し
て
三

人
の
方
の
作
品
が
入
選
し
て
い

ま
す
。

（7）まつのやま

　
い
ま
わ
が
国
は
世
界
で
例
の
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
社
会
へ
と

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
役

の
世
代
と
老
齢
世
代
の
助
け
合
い

の
役
割
を
し
て
い
る
公
的
年
金
制

度
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
今
あ
る
三
種

類
七
制
度
に
分
か
れ
て
い
る
公
的

年
金
を
最
終
的
に
は
一
本
化
し
て

い
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
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所
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．
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損
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取
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控
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受
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収
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を
知
る
週
間

　
H
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n
H
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1
7
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知
る
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き
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は
な
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し
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う
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勉
強
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始
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み
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か
。
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る
三
種

類
七
制
度
に
分
か
れ
て
い
る
公
的

年
金
を
最
終
的
に
は
一
本
化
し
て

い
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

議
驚
』
ま

鞍
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

1国民年金
昭和61年4月から

国民年金制度が改

　
新
し
い
年
金
制
度
は
昭
和
六
十

一
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
新
年
金
制
度
に
は
三
つ
の
柱
が

あ
り
、
そ
の
第
一
は
基
、
礎
年
金
の

導
入
で
す
。
こ
れ
は
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

そ
の
奥
さ
ん
も
す
、
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
し
、
厚
生
年
金
と
国
民
年

金
に
共
通
し
た
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
．

　
第
二
は
将
来
の
年
金
の
水
準
を

現
役
の
勤
労
者
の
所
得
や
保
険
料

負
担
と
、
、
ハ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　
第
三
は
女
性
の
年
金
権
の
確
立

で
す
．

　
今
回
の
改
正
は
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
及
．
び
船
員
保
険
の
二
制
度

に
つ
い
て
の
一
元
化
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
共
済
組
合
の
組
合

員
及
び
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
に
つ

い
て
は
「
適
用
除
外
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
第
三
号
被
保
険
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
を

　
来
年
四
月
か
ら
厚
生
年
金
等
の

加
入
者
で
あ
る
夫
の
収
入
で
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
る
二
十
歳
～
六

十
歳
ま
で
の
妻
は
、
個
別
に
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も

年
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
保
険
者
を
第
三
号

被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

　
第
三
号
被
保
険
者
（
だ
ん
な
さ

ん
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
の
奥
さ
ん
）
は
、
届
出
を
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
将
来
年
金
が
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
も
う
す
で

に
現
況
届
の
用
紙
が
お
手
元
に
届

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
役

場
国
民
年
金
係
へ
必
要
な
物
を
持

っ
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
の
奥
さ
ん
は
今
回
、
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
“
、
狂
意

し
て
く
だ
さ
い
．

　
不
明
の
点
は
役
場
国
民
年
金
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
冨

bO
｝
、
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弓

年
金
改
正
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
、
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎

月
の
給
料
や
、
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ

れ
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ

の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
正
規

の
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が

並
日
通
で
す
．

　
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
年
の

中
途
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
る
．
②
生
命
保
険
料
や

損
害
保
険
料
の
控
除
は
、
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
税
額
計
算
の

と
き
に
は
差
し
引
か
れ
て
い
な
い
、

③
毎
月
の
給
料
や
、
ボ
ー
ナ
ス
に
適

用
さ
れ
る
税
額
表
は
、
各
月
の
給

料
の
額
が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し

し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
の

給
料
や
、
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る

と
き
に
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
合
計
額
と
、
一
年
間
の

給
料
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
の

　
　
年
末
調
整

過
不
足
額
の
精
算
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
精
算
手
続
を
「
年
末

調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
大
部
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
そ
の
年
の
納
税
が
完
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
．

よ
う
な
人
な
ど
は
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
①
給
料
の
収
入
金
額
が
一
五
〇

〇
万
円
を
超
え
る
人
。

　
②
給
料
所
得
及
び
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑

損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
今
年
初

め
て
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
な
ど
は
、
確
｛
、
疋
申
告
を

す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
税
を
知
る
週
間

　
H
月
n
H
か
ら
1
7
日
ま
で
，
税

を
知
る
週
間
で
す
．
私
た
ち
の

身
の
回
り
の
税
を
知
る
こ
と
よ

り
、
積
極
的
な
社
会
参
加
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
税
の
勉
強
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
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1燃

　
松
之
山
小
学
校
．
で
は
、
し
年
前

か
ら
好
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
作
っ

て
い
る
学
校
旧
（
黒
倉
分
校
脇
）

の
刈
り
取
り
を
、
秋
晴
れ
の
十
月

四
日
に
行
っ
た
。

　
本
校
の
．
五
、
六
年
生
と
分
校
の

児
童
全
員
が
、
先
生
か
ら
鎌
の
使

い
方
と
稲
の
束
ね
方
を
教
え
て
も

ら
っ
た
後
、
全
員
が
裸
足
に
な
っ

て
田
ん
ぼ
に
人
り
、
ニ
ア
！
ル
程

の
稲
を
約
一
時
間
か
か
っ
て
刈
り

取
っ
た
。
こ
の
H
刈
り
取
っ
た
稲

は
全
部
モ
チ
米
で
五
．
月
二
十
七
日

に
田
植
え
を
行
い
、
そ
の
後
の
干

ば
つ
や
病
害
虫
に
も
負
け
ず
例
年

通
り
の
豊
作
と
喜
こ
ん
、
で
い
た
。

　
穫
れ
た
お
米
は
十
『
月
に
学
校

の
草
取
り
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ

た
老
入
ク
ラ
、
ブ
の
人
達
を
招
待
し

て
、
…
緒
に
モ
チ
を
つ
き
な
が
ら

に
ぎ
や
か
に
収
穫
祭
を
行
う
予
｛
疋

で
す
．

》月22日R253
名ヶ山トンネル開通

、
識
闘

｝
蕪
．

崩田・月池・田麦立線

　　改良工事完了

崩
田
ー
月
池
1
…
川
麦
立
線
改
良

　
　
　
地
区
住
民
総
出
で
こ
の

西
線
全
線
開
通
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、

月
池
部
落
で
テ
！
プ
カ
ッ
ト
が
行

・
大
盛
況
で
し
た

　
　
　
　
大
厳
寺
高
原
の
キ
ノ
コ
狩
り

　
松
之
山
町
観
光
協
会
で
は
「
紅

葉
の
高
原
で
キ
ノ
コ
狩
り
に
参
加

し
よ
う
」
を
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ふ
る
さ
と
会
員
を
含
め
県
内
外
か

ら
六
五
名
の
応
募
が
あ
り
、
好
天

と
な
っ
た
十
月
十
日
、
大
厳
寺
高

原
で
一
日
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し
ん

だ
。　

な
お
、
当
日
は
早
川
幸
一
先
生

に
よ
る
キ
ノ
コ
の
鑑
｛
．
疋
、
講
翌
会

も
行
わ
れ
参
加
者
に
喜
こ
ば
れ
て

い
た
。

　
希
望
館
の
下
で
は
地
元
で
穫
れ

る
キ
ノ
コ
約
八
十
種
が
食
用
・
無

毒
・
毒
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
自
分
達
の
穫
っ
た
キ
ノ
コ
と

比
べ
な
が
ら
熱
心
に
観
察
し
て
い

た
。　

キ
ノ
コ
汁
で
昼
食
を
食
べ
た
後
、

早
川
先
生
よ
り
キ
ノ
コ
の
講
習
を

受
け
て
か
ら
、
白
分
で
穫
っ
た
キ

ノ
コ
を
手
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ

と
解
散
し
た
．

これは食べられますか？

　　　　　　　鑑定に忙しい早川幸一先生

第1回つな引き大会
　　　　　一商工会主催
優勝は天水島チーム

　
商
工
会
青
年
部
主
催
第
｝
回
つ

な
引
き
大
会
が
十
月
十
四
日
、
夕

方
六
時
三
十
分
よ
り
町
民
体
育
館

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
二
十
ニ
チ
ー
ム

で
｝
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
八
名
、

合
計
体
重
五
六
〇
㎏
以
内
（
女
性

だ
け
の
チ
ー
ム
は
五
六
〇
㎏
以
内

な
ら
何
人
で
も
よ
い
）
で
ト
ー
ナ

メ
レ
ト
方
式
で
行
わ
れ
た
。

　
チ
ー
ム
編
成
も
非
常
に
カ
ラ
フ

ル
で
、
職
場
チ
ー
ム
・
部
落
チ
ー

ム
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
々
、
中
に

は
女
性
だ
け
と
い
う
チ
ー
ム
が
二

つ
あ
り
、
男
臭
い
大
会
に
花
を
添

ガンバレ　ミセス山の神チーム

え
て
い
た
。

　
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
を
企
画

し
た
商
工
会
青
年
部
（
会
長
小
山

満
）
は
、
今
ま
で
に
も
文
化
講
演

会
な
ど
多
数
開
催
し
て
お
り
町
の

活
性
化
に
｝
役
か
っ
て
い
る
団
体

で
あ
る
。

　
今
後
も
ユ
ニ
ー
ク
な
企
．
画
を
多

く
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

　
＊
つ
な
引
き
大
会
成
績

▽
優
　
勝
　
天
水
島
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　
ベ
ア
i
、
ズ
チ
ー
ム

▽
三
位
松
之
山
生
コ
ン
チ
ー

　
　
　
　
　
ム

▽
総
第
三
号
　
　
防
火
水
槽

　
　
（
中
立
山
）
　
四
〇
立
方
り
厨
級

　
村
山
建
材
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
産
第
二
十
八
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
　
　
（
藤
倉
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
三
〇
万
円

▽
産
第
二
十
几
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
　
　
（
天
水
島
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
九
百
八
十
万
円

▽
産
第
三
十
陶
．
万
　
耕
地
災
室
．
剛
復
旧

　
　
（
橋
結
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
産
第
三
十
『
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
大
荒
戸
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
四
二
α
万
円

▽
産
第
三
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
黒
倉
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
産
第
三
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
（
小
谷
地
区
）

　
村
山
建
材
　
　
　
三
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
｝
〇
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
五
．
号
　
ほ
場
整
備

　
（
浦
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
五
〇
万
円
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業
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を
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の
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に
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、
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の

児
童
全
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が
、
先
生
か
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鎌
の
使
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と
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の
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を
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も
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後
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全
員
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足
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ぼ
に
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の
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で
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日

に
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え
を
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の
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害
虫
に
も
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ず
例
年

通
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の
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作
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は
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に
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校
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で
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世
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に
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入
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　　改良工事完了

崩
田
ー
月
池
1
…
川
麦
立
線
改
良

　
　
　
地
区
住
民
総
出
で
こ
の

西
線
全
線
開
通
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、

月
池
部
落
で
テ
！
プ
カ
ッ
ト
が
行

・
大
盛
況
で
し
た

　
　
　
　
大
厳
寺
高
原
の
キ
ノ
コ
狩
り

　
松
之
山
町
観
光
協
会
で
は
「
紅

葉
の
高
原
で
キ
ノ
コ
狩
り
に
参
加

し
よ
う
」
を
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ふ
る
さ
と
会
員
を
含
め
県
内
外
か

ら
六
五
名
の
応
募
が
あ
り
、
好
天

と
な
っ
た
十
月
十
日
、
大
厳
寺
高

原
で
一
日
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し
ん

だ
。　

な
お
、
当
日
は
早
川
幸
一
先
生

に
よ
る
キ
ノ
コ
の
鑑
｛
．
疋
、
講
翌
会

も
行
わ
れ
参
加
者
に
喜
こ
ば
れ
て

い
た
。

　
希
望
館
の
下
で
は
地
元
で
穫
れ

る
キ
ノ
コ
約
八
十
種
が
食
用
・
無

毒
・
毒
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
自
分
達
の
穫
っ
た
キ
ノ
コ
と

比
べ
な
が
ら
熱
心
に
観
察
し
て
い

た
。　

キ
ノ
コ
汁
で
昼
食
を
食
べ
た
後
、

早
川
先
生
よ
り
キ
ノ
コ
の
講
習
を

受
け
て
か
ら
、
白
分
で
穫
っ
た
キ

ノ
コ
を
手
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ

と
解
散
し
た
．

これは食べられますか？

　　　　　　　鑑定に忙しい早川幸一先生

第1回つな引き大会
　　　　　一商工会主催
優勝は天水島チーム

　
商
工
会
青
年
部
主
催
第
｝
回
つ

な
引
き
大
会
が
十
月
十
四
日
、
夕

方
六
時
三
十
分
よ
り
町
民
体
育
館

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
二
十
ニ
チ
ー
ム

で
｝
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
八
名
、

合
計
体
重
五
六
〇
㎏
以
内
（
女
性

だ
け
の
チ
ー
ム
は
五
六
〇
㎏
以
内

な
ら
何
人
で
も
よ
い
）
で
ト
ー
ナ

メ
レ
ト
方
式
で
行
わ
れ
た
。

　
チ
ー
ム
編
成
も
非
常
に
カ
ラ
フ

ル
で
、
職
場
チ
ー
ム
・
部
落
チ
ー

ム
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
々
、
中
に

は
女
性
だ
け
と
い
う
チ
ー
ム
が
二

つ
あ
り
、
男
臭
い
大
会
に
花
を
添

ガンバレ　ミセス山の神チーム

え
て
い
た
。

　
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会
を
企
画

し
た
商
工
会
青
年
部
（
会
長
小
山

満
）
は
、
今
ま
で
に
も
文
化
講
演

会
な
ど
多
数
開
催
し
て
お
り
町
の

活
性
化
に
｝
役
か
っ
て
い
る
団
体

で
あ
る
。

　
今
後
も
ユ
ニ
ー
ク
な
企
．
画
を
多

く
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

　
＊
つ
な
引
き
大
会
成
績

▽
優
　
勝
　
天
水
島
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　
ベ
ア
i
、
ズ
チ
ー
ム

▽
三
位
松
之
山
生
コ
ン
チ
ー

　
　
　
　
　
ム

▽
総
第
三
号
　
　
防
火
水
槽

　
　
（
中
立
山
）
　
四
〇
立
方
り
厨
級

　
村
山
建
材
　
　
　
二
四
〇
万
円

▽
産
第
二
十
八
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
　
　
（
藤
倉
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
三
〇
万
円

▽
産
第
二
十
几
号
　
地
す
べ
り
関

　
連
　
　
（
天
水
島
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
九
百
八
十
万
円

▽
産
第
三
十
陶
．
万
　
耕
地
災
室
．
剛
復
旧

　
　
（
橋
結
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
産
第
三
十
『
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
大
荒
戸
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
四
二
α
万
円

▽
産
第
三
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
黒
倉
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
産
第
三
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
（
小
谷
地
区
）

　
村
山
建
材
　
　
　
三
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
　
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
｝
〇
四
〇
万
円

▽
産
第
三
十
五
．
号
　
ほ
場
整
備

　
（
浦
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
五
〇
万
円
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寸
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まつのやま（10）

　戦作れ
ぎ
登
霧

夕全安通交く　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
運

　　10月21日～11月20日
重点目標1．ライトの早めの点灯
　　　　　2．交通三悪の一掃
　　　　　3．シートベルト・ヘルメットの着用

新潟県交通安全対策連絡協議会
市町村文通安全対策協議会

　
　
　
ミ

お
熱
を略

誤夢
　
　
　
　
望
4

　
　
　
　
．
h

本
畠
か

イ
｝
／

　
　
伝

　
　
駅

　
　
学
校

　
　
中
学

　
　
区
中
賞

回
地
山
入

　
31
越
之
位

第
上
松
4

　
第
3
1
回
上
越
地
区
中
学
駅
伝
大

会
が
、
1
0
月
2
3
日
上
越
市
か
ら
柿

崎
町
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
た
。
参
加
チ
ー
ム
数
は
2
1
。

　
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
松
之
山

中
学
校
の
チ
ー
ム
が
大
健
闘
し
、

4
位
に
入
賞
し
た
。

　
優
勝
は
町
立
妙
高
中
学
A
チ
ー

ム
で
、
タ
イ
ム
は
1
時
問
2
5
分
2
4

秒
の
大
会
新
記
録
だ
っ
た
。

　
松
之
山
中
学
校
の
タ
イ
ム
は
1

時
間
2
7
分
2
9
秒
で
、
ト
ッ
プ
か
ら

2
分
5
秒
差
だ
っ
た
。

骸わ瞳励瘡

こ
よ
み

▼
㎜
月
の
で
き
ご
と

31　30　　　　26　24　　　　　　22　21　18　16　　　　15　14　10　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

日日　日日　　日日日日　日日日日

蝶向ξ
や車
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　左

　　r

マ、！凌

歩μ昌」。服

＼濠
　　烹反｝．一　“
　　．　　　　　，　　　　－　．

議
会
産
経
委
員
会

第
四
回
駅
伝
大
会

行
革
委
員
会

新
潟
県
社
会
教
育
委
員
研

究
大
会
（
1
6
日
ま
で
）

消
防
分
団
長
会
議

選
挙
管
理
委
員
会

糖
尿
病
検
診

良
質
米
共
励
会
座
談
会

国
道
二
五
三
名
ケ
山
ト
ン

ネ
ル
開
通
式
（
松
代
町
）

農
業
所
得
調
査
員
会
議

町
農
業
祭
・
美
術
展
（
2
7

日
ま
で
）

献
血

農
業
委
員
会
総
会

轟＿　　 ’〉

曲末す不

，／
も

謎細卜
・愚緯㌘

ゆ

／岬

▽
1
1
月
1
9
日
㈹

　
○
午
前
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で

　
○
天
水
島
・
中
坪

　
○
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
3
0

　
分
ま
で

　
○
中
立
山

集
記

編
後

　
今
号
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
相
沢
で
す
。

　
年
度
途
中
の
交
替
で
い
さ
さ
か

と
ま
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

　
当
分
の
間
、
発
行
が
遅
れ
た
り

ぺ
：
ジ
数
が
少
な
か
っ
た
り
し
て

皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
表
紙
は
駅
伝
大
会
で
一
位
に
な

っ
た
松
里
A
チ
ー
ム
の
ア
ン
カ
ー

で
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
で
も
季
節

感
の
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
色
々
な
行
事
、
出
来
事
、
変
っ

た
物
、
意
見
、
ア
イ
デ
ア
、
何
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。
お
知
ぢ
せ
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

騨騰．

褻

念
讐
う

騒
乙
〆

・
、
号
－

1月曲1


